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Résumé 


Von den Queenslandophilus-Arten, die in Japan kommen, ist eine bereits von mir früher 
in den “Transaction of Sapporo Natural History, Vol. XIV, Pt. 2, 1935” beschreiben 
worden, und jetzt will ich hier wieder eine neue Spezies beschreiben. Diese Art ähnelt 
sehr Q. trichochilus TAKAKUWA, aber ihre mit italie bezeichneten Formen sind hauptsächlich 
von der letzten zu unterscheiden. Folglich gibt es jetzt 6 Queenslandopkilus-Arten. 


Queenslandophilus monoporus n. sp. 


Körperlänge 10 mm, Kopf und Kieferfusssegement kastanienbraun, der Rest des Rum pies 
gelblich. 43 oder 45 Beinpaare. Kopf etwas länger als breit, Le. : Br. = 5 : 4.3, Seitenrand 
bogig. Clypeus gefeldert, nur eine kleine Area gröber gefeldert, aber undeutlich umgrenst, 
ganz allmählich in die grossmassigere Umgebung übergehend, vorn 2, seitlich 2, und 
median vor dem Labrum 2 Borsten vorhanden. Lambummitte undeutlich, Seitenteile 
bilden einen, medianen in der Mitte, bewimperten Bogen. 1. Maxille haben 2 Paar gut 
ausgebildete, fein bestachelte Aussentastern, die sind nicht Endglied überragen. 

Hüften der 2. Maxille getrennt, nur durch eine polygonal Brücke verbunden, Endglied 
des Telopodits mit geringen Borsten. Kralle gross und einfach, lange Coxalleiste vorhanden. 
Kieferfuss geschlossen fast sum Stirnrande erreichend, diesen aber nicht überrand. Präfemur 
und Tarsus je mit einem stumpfen Zahn, proximales Zwischenglied mit Höckern versehen. 
Tergit zwei-furchig, Haupttergit mit je 6 langen Borsten in 2 Querreihen, Prätergit mit 
ebensolehen in 1 Querreihe. Sternit mit in 2 Querreihen je 4 langen Borsten. Endsternit 
trapezförmig, ein wenig länger als breit, nach hinten ein wenig verschmälart, mit 3 Paar 
Borsten. Hüftporus 1, sehr gross, stärker chitinös, dunkel bräunlich gefärbt. Endbein verhält- 
nissmässig gross, mit wenigen langen Borsten wie die anderen Beine, ventral keine kurzen 
Haare. Analporen gross, Porenrand und Einführungsgang stark chitinisiert und infolgedessen 
sehr dunkel gefärbt. Fundort: Nagona, Turugi (Provinz Isikawa). 


* 区 * 


FARTHEIFTFLNF Queenslandophilus 属 を 掲げ , その 内 日 本 産 1 種 と , 同 2 新種 
と を 記述 し た (Transaction of the Sapporo Natural History Society, Vol. XIV, Pt. 2, 1935 
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日 本 産 タ キン ヂ デ ょ ムカ ヵ デ の 一 新種 に つき て 389 


RUE AS 1, 昭和 11 年 1 月 Z ORRERI EERS IE THE 
1 個 が あつ た が , 多少 不 完全 で ある 虎 か らち , 詳細 な 調査 を 成す て と が で き な か つた 。 Apr 
A eE RR ERARO 1925 年 以来 得 ら れ た デュ メデ 族 を 調査 きせ て 
MLE 前 の 鶴来 上 産 の も の と 正しく 同種 と 覧 し きも の 7 個 を 覆 見 し ,。 これ を 精査 し た が , 
これ は 全く 1 新 筆 と すべ きも の で ある 事 を 確 め 得 た か ら , 款 に 追記 する 。 本 動物 は その 形態 
が フチ ケ ク キン デム メカ デ Q. trichochilus ICT, FPE ZOIR WUK- EF -Rf ERK 
い に 夫 区 似る が , 額 板 園 域 の 境界 が 明か で な く , MELFORT, 第 1 AoA 
は Q.t ほど 長く な く , BAUDRE D |, REPRE AE ANI OT eh 
な く , FRRUWBONER Q t kbb AOR PELOT ARERO 
ERARI MC, OMALESERERE C, HAREN Chitin IE ÄRA LE bi, i 
も 大 きく , 2 ONKRUERTERECEN Chitin 色 を 現 は し て ゐる と と で ある 。 そ と で 
壮 に 掲げ た 検索 胡 を 次 の 如く 少し く 改 正す る 。 


A. 前 方 の 胸板 に は 腹面 腺 孔 が ある ーーーーーーー ド ーーー Q. gcetschi VERH. (ER) 
AA. Mo BEI ATe Ve else Feen el ine B 
et ONE NEE Rk c 
BB. RRRA es ッ メ ナシ クキ ン ヂ ムカデ Q. macropalpus TAKAKUWA (HA) 
CC. 第 2 小 呈 の 人 Q. sjöstedti Art. (Queensland) 
CC 第 2 小豆 の 舞い に ーー senenteseannsnnen DD 
D. BROEI.. -000o FF py Fa hT) Q. viridicans Arr. (HA) 
DD. 上 履 靖 に 刺 毛 烈 生 ーー……ー… eine E TERTE TE E E 
BE. AAE EESE E einen 
EE nnn EPFTFIHYFAHF CHE) Q. monoporus n. sp. (HA) 

EE. PEPSI koennen ーーー pa 
ee en es フチ ケッ クキ ンチ ヂ ュ ムカ デ Q. irichochilus Takakuwa (HÆRE) 


Queenslandophilus monoporus n. sp. ヒト アナ ク 牛 ン ヂ ムカ デ 6:3) 
BEE 10mm, GEAM JI aD Linn 
ざる も 他 の 部 分 は 黄 , PRH, 45, AHORN j 
DELETE RO TED. WGE 
1E) は 全部 綱目 を な し , 前 方 中 央 iC 1 個 の 小さ な 
Arash, 彫 域 は 細か い 綱 月 を な す が 周 園 の 
網目 と の 境 界 が 欠 り 明か で な い 。 その 章 に 2 本 側 方 
iC 1 本 づつ 刺 毛 が あり , 上 上唇 に 接し た 後 額 板 に 無 綱 
目 の 小 さ な を 部 分 が 左右 に 1 ヶ 虚 づつ 横 つ て 居り , 1 
半 の 刺 毛 が その 中 央 に 生 を て 居る 。 上 唇 (第 1 園 ) 
の 中 央 片 は 選 化 し , FAWD A pAn ETHAN 
i 接着 し , AEDO THREAD, その 後 
SIE BURRULE: A 前 額 板 , B 。 縮 に は 少し 選 た い 刺 毛 が 列 生 し て 居る 。 第 1 小宮 (第 
BER, CE, DAEAR (x200) 2 E) KIBORMELK 小 刺 毛 を 鱗 生 せる 解 
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Abb, 何れ も その 
端 技 の 未 端 を 越 を て 前 
方 に 抽出 する と と は な 
い 。 第 2 小宮 (第 2 賠 ) 
の 左右 基 節 は 中 央 に て 
相 疹 合せ ず , 綱目 ある 
- 膜 に て 相 連 つて 居る 。 
Chitinleist (第 2 El E) 
は 明瞭 で 腺 孔 (第 2 園 
F) の 前 多 達 し , Kol 
末 疫 に は 刺 毛 少く , そ 
の 爪 は 細く 長い 。 FAR 
は 丁度 頭 の 前 緒 達し , 
t DORSEREN - NEN SE 
BihL, BENE 1h 


#2 EI (A), #2 (B) HEAT. ABIN 
NEOHF: A 第 1 小 顎 の 基 


が 少し く 切 れ て 居り , 
fi, B 第 2 小 頭 の 基 節 , CH : 
' Bg, D tokoki, E Fi MoKAAN: A 最終 前 節 そこ に 商 が な い 。 背 板 
Chitinleiste, F 腺 孔 ,G 左右 BK, B 最終 歩 肢 節 胸板 , C 最終 歩 ic2 縦 細 潜 あり , EE 
HEMER T DIR (x200) BERIL, D mL BUCH LARA, R 
に は 1 横 列 に 各 6 本 づつ の , WEE 2 横 列 各 ま 本 づつ の 比較 的 長い 刺 毛 が ある 。 最終 歩 肢 飾 
(第 3 園 胸 板 は 終 径 が 横 径 より 僅 か 長く , 前 和 双 が 後 よ り 少 し 長い 。 基 節 腺 (第 3 彫 C) は 左右 
各 1 個 で 腺 也 は 大 で 厚く , Chitin 化し て 濃 褐 色 を 呈し , 最終 歩 肢 は 前 肢 よ り 僅 か 太く , 他 
keke 少数 の 強い 長い 刺 毛 を 有 し . 腹面 に 短 毛 を 密生 する こと と な く , 爪 は 大 きい 。 端 孔 
(第 3 園 D) は 大 きく , その 衝 管 と 共著 し く Chitin 化し , Riak aT, 
産地 : 名 古屋 , BR NR), 
備考 : ABEL Queensland と 南米 と 我 國 と に 離 て れ あ る こと は 面白 い 。 デ ムカ デ で 頭 が 長く て 一 此 
ナガ が ガ ジ ヅダ デム カ デ 局 Meeistocephalu に 似 て 居る が , 額 板 の 中央 に 周 園 よ り 少 し 違 つ た 小 大 域 (1RD) 
が あり , 上 麻 の 側 片 が 中 央 に 伸び て 互 に 相 接 し (同上 C), 第 1 小 顎 に 鯛 胃 が あり (第 2 彫 C), 第 2 小 顎 
の 左右 基 節 が 中 央 で 相 有 離れ , 只 膜 で 連絡 され (同上 G), Chitinleiste が 著しく 王 達 し て 居る (同上 E)。 
これ だ け の こと が 見 える な ら 先 本局 の も の と 思 は れる 。 FT RANEE S, 本 騙 の 動物 は 日 本 で る 中 
部 以西 に は 居 ら ぬ や うぅ で ある が , 有志 者 の 御 注意 を を ふ っ 。 
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